
黑
は
わ
が
今
生
の
色
秋
の
風 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
湘
子 

　
「
わ
が
」
と
自
分
を
曝
け
出
せ
る
の
は
俳
句
の
強
み
で
あ
る
。

他
人
が
何
と
言
お
う
と
、
自
分
の
好
み
な
の
だ
か
ら
問
題
に
は
な

ら
な
い
。
い
や
、
あ
れ
こ
れ
文
句
は
言
わ
せ
な
い
。 

　
こ
の
句
は
、
第
七
句
集
『
去
來
の
花
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が

次
の
第
八
句
集
名
は
た
っ
た
一
字
の
『
黑
』
。
こ
の
時
期
「
黒
」

に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
湘
子
の
第
一
句
集
名
は
『
途

上
』
の
二
字
。
こ
れ
は
、
師
秋
櫻
子
に
序
文
を
お
願
い
に
行
っ
た

時
、
「
題
名
は
二
文
字
が
よ
い
よ
」
と
、
知
恵
を
授
か
っ
た
か
ら
。 

　
つ
ま
り
師
秋
櫻
子
の
潔
癖
性
か
ら
脱
却
し
、
清
濁
併
せ
呑
む
懐

の
深
さ
を
求
め
て
い
た
年
代
ゆ
え
、
「
黒
」
に
こ
だ
わ
っ
た
。 

　
あ
る
い
は
後
年
、
墓
所
を
小
田
原
の
早
雲
禅
寺
に
求
め
た
の

も
、
墨
染
の
衣
の
色
に
惹
か
れ
て
い
た
か
ら
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

１
９
８
４
年
（s59.08

作
）
第
七
句
集
『
去
來
の
花
』
　
鑑
賞
・
轍 

郁
摩


